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力を合わせて　よいこらしょ

丸太を使って、田んぼの代搔きをする天方小児童たち

６月1日、天方小で代搔き体験が行われました。どろんこになって８メートルほどの丸
太をみんなで引っ張り、土をならして田植えの準備を整え、６月８日には全校児童で
田植えを行いました。今から秋の収穫が楽しみです。
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INTERVIEW

　
消
防
団
と
は
、「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う

郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、そ

の
地
域
の
住
民
た
ち
で
構
成
さ
れ

る
組
織
で
す
。消
防
団
員
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
職
業
を
持
ち
な
が
ら
も
、

火
災
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
自

宅
や
職
場
か
ら
出
動
し
、対
応
に

あ
た
る
非
常
勤
の
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。

　
消
防
技
術
の
向
上
と
団
員
の

士
気
高
揚
を
図
る「
森
町
消
防
団

消
防
技
術
演
習
査
閲
」が
６
月
24

日
、太
田
川
親
水
公
園
で
行
わ

れ
、５
つ
の
分
団
か
ら
約
２
２
０

人
が
参
加
し
、来
賓
や
Ｏ
Ｂ
、住

民
た
ち
が
見
守
る
な
か
、日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、従
来
の
消
防
操
法
の

披
露
に
代
え
て
、実
火
災
を
想
定

し
た
中
継
放
水
演
習
を
披
露
し

ま
し
た
。27
人
以
上
で
編
成
す
る

　
火
災
や
水
害
に
よ
る
自
然
災
害
、予
想
さ
れ
る
東
海・東
南
海
地
震・・・。

消
防
団
員
が
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
は
数
多
く
あ
り
、地
域
の

消
防
活
動
の
一
翼
を
担
う
消
防
団
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。今
月
は
、日
々
厳
し
い
訓
練
に
励
む
消
防
団
員
の
奮
闘
ぶ
り
を

通
し
て
、消
防
団
活
動
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

問
　
役
場
防
災
課
防
災
係
　
☎
８
５

－

６
３
０
２

啓
発
活
動
、地
元
自
主
防
災
会

の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、消
防
水

利
や
消
防
資
機
材
の
点
検
な
ど

を
行
い
ま
す
。地
域
防
災
の
要
と

し
て
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、日

頃
か
ら
訓
練
を
通
じ
て
団
員
の

育
成
と
組
織
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
は
、多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、火
災
な
ど
の
有
事

の
際
に
は
、迅
速
か
つ
安
全
に
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。平
常
時
に

は
夜
警
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
予
防

　
現
在
の
森
町
消
防
団
は
、５
分

団
編
成・３
８
９
人
体
制
で
す
。団

員
の
平
均
年
齢
は
31
・
14
歳
と
全

国
的
に
も
若
い
年
代
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、近
年
は
い
わ
ゆ
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
の
増
加
に
よ

り
日
頃
の
活
動
や
非
常
時
の
呼
び

出
し
に
対
応
し
づ
ら
い
状
況
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、新
規
団
員

の
確
保
も
年
々
難
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
、今
年
度
は
定
員
を
若
干

下
回
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、

訓
練
方
法
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り

団
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も「
地
域
に
開
か
れ
た
消
防
団
」と

し
て
町
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

地
域
を
守
る
消
防
団
活
動

〜
親
愛
な
る
郷
土
を
守
る
　我
ら
森
町
消
防
団
〜

消
防
団
・

消
防
団
員
と
は

消
防
団
の
活
動

森
町
消
防
団
本
部

西
尾
　享
指
導
本
部
長

（
谷
　中
）

森
町
消
防
団
を

　と
り
ま
く
現
状

各
分
団
の
出
場
部
隊
は
、合
計

17
本
の
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
、そ
れ

ぞ
れ
に
創
意
工
夫
し
な
が
ら
安

全
か
つ
迅
速
に
約
３
４
０
ｍ
先
の

火
点
め
が
け
て
中
継
放
水
を
行

い
ま
し
た
。消
防
団
員
た
ち
の
息

の
合
っ
た
動
き
や
、節
度
あ
る
態

度
に
会
場
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
演
習
披
露
の
動

画
を
森
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
、町
内
で
は
火
災
が
多

く
発
生
し
た
た
め
、ど
の
よ
う

な
訓
練
を
す
れ
ば
、実
火
災
に

生
せ
る
か
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。森
町
は
山
林
が
多
く
、水
利

ま
で
の
距
離
が
長
い
た
め
、消

防
ポ
ン
プ
車
か
ら
小
型
ポ
ン
プ

に
中
継
し
て
消
火
活
動
を
行
う

「
中
継
放
水
」を
行
う
場
面
が
多

く
あ
り
ま
す
。今
回
の
演
習
で

は
、各
分
団
の
中
継
放
水
の
技

術
を
査
閲
者
や
町
民
の
み
な
さ

ん
に
披
露
す
る
こ
と
で
、実
際
の

火
災
現
場
で
消
防
団
が
何
を
し

て
い
る
か
理
解
し
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
消
防

団
員
に
と
っ
て
も
、大
変
意
義
の

あ
る
演
習
と
な
り
ま
し
た
。

森
町
消
防
団
消
防
技
術
演
習
査
閲
を
開
催

〜
各
分
団
が
実
火
災
を
想
定
し
た
中
継
放
水
を
披
露
〜

～技術を磨き、団結力を高めます～
各分団が早朝・夜間に夏季訓練を実施！各分団が早朝・夜間に夏季訓練を実施！

　森町消防団の各分団では、
消火活動をより安全・確実・
迅速に行うために、５月下旬
から６月下旬にかけて夏季訓
練を実施しました。今回は、
第３分団の早朝訓練を見学
させていただき、お話を伺い
ました。 森町消防団体制

〈定員393名〉 単位：人
（本年4月1日現在）

本　　部 17
第１分団（三倉・天方） 59
第２分団（森） 124
第３分団（一宮） ５０
第４分団（園田） 70
第５分団（飯田） 69

合　計 389

　日常生活では触れ
ることのない消防機
材の取り扱いを常日
頃から学んでおくこと
は、実際の火災現場で
冷静に行動するため
に必要な知識だと感
じました。訓練は大変
ですが、他の団員の皆
さんと協力していきた
いです。

夏季訓練に参加して

第３分団１部 （新入団員）
松下拓矢さん（一宮大久保）

　消防は、その施設及び人員を活用して、国民の生命、
身体及び財産を火災から保護するとともに、水火災又
は地震等の災害を防除し、及びこれらの災害による被
害を軽減することを任務とする。（消防組織法第一条）

第３分団の早朝訓練のようす（太田川親水公園で）

消防の任務

特
集

Morimachi Volunteer Fireman大切なひと、大好きなまちを守るために

インタビュー

消防団員と夜警パトロールを行う児童たち

消防ポンプ車からすばやくホースを連結する団員たち

中継放水のようす 小型可搬ポンプへの中継

▶
一
つ
一
つ
の
作
業
を
確
認
し
な

が
ら
訓
練
に
取
り
組
む
団
員
た
ち
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インタビュー

消防団員と夜警パトロールを行う児童たち

消防ポンプ車からすばやくホースを連結する団員たち

中継放水のようす 小型可搬ポンプへの中継

▶
一
つ
一
つ
の
作
業
を
確
認
し
な

が
ら
訓
練
に
取
り
組
む
団
員
た
ち

3 広報もりまち 平成30年7月号　



被
保
険
者
の

皆
さ
ま
へ

国
民
健
康
保
険・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費
と
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

　
全
て
の
方
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、平
成
30
年
８
月
か
ら
高
額
療
養
費
と
高
額
介
護
合
算
療

養
費
の
限
度
額
が
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度

　
同
じ
月
に
病
院
や
薬
局
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
区
分
ご

と
の
限
度
額
を
越
え
た
場
合
、差
額
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。

高
額
介
護
合
算
制
度

　
介
護
保
険
と
国
保（
後
期
高
齢
者
医
療
）の
１
年
間
の
自
己
負

担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、差
額
を
払
い
戻
す
制

度
で
す
。

　※

高
額
療
養
費
の
該
当
が
あ
る
場
合
は
、自
己
負
担
額
か
ら

差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

所得区分 外来(個人ごと) 外来＋入院(世帯ごと)

現役並み
所得者 57,600円

80,100円＋
(医療費－267,000円)×１％

[多数回該当　44,400円]

一般 14,000円
[年間上限 144,000円]

57,600円
[多数回該当 44,400円]

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

高額療養費自己限度額

平成３０年７月まで

平成３０年７月まで

平成３０年８月から

平成３０年８月から

所得区分 外来(個人ごと) 外来＋入院(世帯ごと)

Ⅲ
(課税所得690万円以上)

252,600円＋(医療費－842,000円)×１％
[多数回該当　140,100円]

Ⅱ
(課税所得380万円以上)

167,400円＋(医療費－558,000円)×１％
[多数回該当　93,000円]

Ⅰ
(課税所得145万円以上)

80,100円＋(医療費－267,000円)×１％
[多数回該当　44,400円]

一般 18,000円
[年間上限 144,000円]

57,600円
[多数回該当 44,400円]

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

現
役
並
み
所
得
者

所得区分 限度額

現役並み
所得者 67万円

一般 56万円

低所得者Ⅱ 31万円

低所得者Ⅰ 19万円

所得区分 限度額

一般 56万円

低所得者Ⅱ 31万円

低所得者Ⅰ 19万円

212万円

141万円

67万円

Ⅲ
(課税所得690万円以上)

Ⅱ
(課税所得380万円以上)

Ⅰ
(課税所得145万円以上)

現
役
並
み
取
得
者

高額介護合算療養費自己限度額 問い合わせ先

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と
は

国
民
健
康
保
険・

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
関
す
る
こ
と
は

役
場
税
務
課
町
民
税
係 

☎
８
５

－

６
３
０
８

役
場
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係 

☎
８
５

－

６
３
１
３

　
８
月
１
日
か
ら
70
歳
以
上
の
方
が
お
使
い
の「
高
齢

受
給
者
証
」が
藤
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
７
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

　
な
お
、自
己
負
担
割
合
は
29
年
中
の
所
得
で
判
定

さ
れ
る
た
め
、前
回
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
減
対
象
所
得
が
基
準
額
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
、そ
の
所
得
に
応
じ

て
均
等
割
と
平
等
割
が
７
割・５
割・２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、対
象
と
な
る
世

帯
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※

７
割
軽
減
の
軽
減
対
象
所
得
金
額
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
33
万
円
で
す
。

※

軽
減
対
象
所
得
と
は
、世
帯
主
を
含
む
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯

　
所
属
者
数
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
で
す
。

で
窓
口
の
支
払
い
が
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
入
院
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合

は
、受
診
前
に
国
保
年
金
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
区
分
が
現
役
並
み
所
得
者
Ⅲ
及
び
一
般
の
方

は
、認
定
証
は
不
要
で
す
。（
認
定
証
が
な
く
て
も
窓

口
の
支
払
は
限
度
額
ま
で

で
す
）

　
８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証
が「
緑
色
」に
変

わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、７
月
中
旬

に
黄
色
の
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し

ま
す
。

　
な
お
、自
己
負
担
割
合（
１
割

ま
た
は
３
割
）は
、29

年
中
の
所
得
で
判
定

さ
れ
る
た
め
、
前
回

と
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
の
支

払
い
が
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
入
院
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
高

額
に
な
る
場
合
は
、受
診
前
に
国
保

年
金
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
区
分
が
現
役
並
み
所
得
者

Ⅲ
及
び
一
般
の
方
は
、認
定
証
は
不

要
で
す
。（
認
定
証
が
な
く
て
も
窓

口
の
支
払
は
限
度
額
ま
で
で
す
）

　
現
在
交
付
を
受
け
て
お
り
、30

年
度
も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方

に
は
、新
し
い
認
定
証
を
保
険
証
に

同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

　
所
得
区
分
の
判
定
が
で
き
な
い

方（
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
が
所
得
の

申
告
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
等
）は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

認
定
証
の
発
行
を
受
け
て
お
ら

ず
、
窓
口
の
支
払
が
限
度
額
を

超
え
た
場
合
は
、
高
額
療
養
費

と
し
て
差
額
を
払
い
戻
し
ま
す
。

※

　「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用・標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

国
保
税
に
滞
納
の
あ

る
世
帯
に
は
発
行
で

き
ま
せ
ん
。

※

認
定
証
の
発
行
を
受

け
て
お
ら
ず
、窓
口
の

支
払
が
限
度
額
を
超

え
た
場
合
は
、高
額
療

養
費
と
し
て
差
額
を

払
い
戻
し
ま
す
。

※

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、「
被
保
険
者

証(

ク
リ
ー
ム
色)

」と「
高
齢
受
給
者
証(

藤
色)

」

の
両
方
を
忘
れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

高
齢
受
給
者
証
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
お
よ
び
賦
課
限
度
額
の
見
直
し

改正前

改正後

33万円＋49万円
　　　　　×被保険者数

33万円＋50万円
　　　　　×被保険者数

改正前

改正後

33万円＋27万円
　　　　　×被保険者数

33万円＋27万円5千円
　　　　　×被保険者数

賦
課
限
度
額
の
見
直
し

軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

賦課限度額について、医療保険分を
４万円引き上げます。

後期高齢者支援金分と介護保険分
の賦課限度額は前年度と同額です。

※

2割軽減5割軽減
1

2

賦課区分 改正前 改正後

医療保険分 ５４万円 ５８万円

集特
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被
保
険
者
の

皆
さ
ま
へ

国
民
健
康
保
険・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費
と
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

　
全
て
の
方
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、平
成
30
年
８
月
か
ら
高
額
療
養
費
と
高
額
介
護
合
算
療

養
費
の
限
度
額
が
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度

　
同
じ
月
に
病
院
や
薬
局
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
区
分
ご

と
の
限
度
額
を
越
え
た
場
合
、差
額
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。

高
額
介
護
合
算
制
度

　
介
護
保
険
と
国
保（
後
期
高
齢
者
医
療
）の
１
年
間
の
自
己
負

担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、差
額
を
払
い
戻
す
制

度
で
す
。

　※

高
額
療
養
費
の
該
当
が
あ
る
場
合
は
、自
己
負
担
額
か
ら

差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

所得区分 外来(個人ごと) 外来＋入院(世帯ごと)

現役並み
所得者 57,600円

80,100円＋
(医療費－267,000円)×１％

[多数回該当　44,400円]

一般 14,000円
[年間上限 144,000円]

57,600円
[多数回該当 44,400円]

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

高額療養費自己限度額

平成３０年７月まで

平成３０年７月まで

平成３０年８月から

平成３０年８月から

所得区分 外来(個人ごと) 外来＋入院(世帯ごと)

Ⅲ
(課税所得690万円以上)

252,600円＋(医療費－842,000円)×１％
[多数回該当　140,100円]

Ⅱ
(課税所得380万円以上)

167,400円＋(医療費－558,000円)×１％
[多数回該当　93,000円]

Ⅰ
(課税所得145万円以上)

80,100円＋(医療費－267,000円)×１％
[多数回該当　44,400円]

一般 18,000円
[年間上限 144,000円]

57,600円
[多数回該当 44,400円]

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

現
役
並
み
所
得
者

所得区分 限度額

現役並み
所得者 67万円

一般 56万円

低所得者Ⅱ 31万円

低所得者Ⅰ 19万円

所得区分 限度額

一般 56万円

低所得者Ⅱ 31万円

低所得者Ⅰ 19万円

212万円

141万円

67万円

Ⅲ
(課税所得690万円以上)

Ⅱ
(課税所得380万円以上)

Ⅰ
(課税所得145万円以上)

現
役
並
み
取
得
者

高額介護合算療養費自己限度額 問い合わせ先

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と
は

国
民
健
康
保
険・

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
関
す
る
こ
と
は

役
場
税
務
課
町
民
税
係 

☎
８
５

－

６
３
０
８

役
場
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係 

☎
８
５

－

６
３
１
３

　
８
月
１
日
か
ら
70
歳
以
上
の
方
が
お
使
い
の「
高
齢

受
給
者
証
」が
藤
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
７
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

　
な
お
、自
己
負
担
割
合
は
29
年
中
の
所
得
で
判
定

さ
れ
る
た
め
、前
回
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
減
対
象
所
得
が
基
準
額
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
、そ
の
所
得
に
応
じ

て
均
等
割
と
平
等
割
が
７
割・５
割・２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、対
象
と
な
る
世

帯
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※

７
割
軽
減
の
軽
減
対
象
所
得
金
額
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
33
万
円
で
す
。

※

軽
減
対
象
所
得
と
は
、世
帯
主
を
含
む
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯

　
所
属
者
数
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
で
す
。

で
窓
口
の
支
払
い
が
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
入
院
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合

は
、受
診
前
に
国
保
年
金
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
区
分
が
現
役
並
み
所
得
者
Ⅲ
及
び
一
般
の
方

は
、認
定
証
は
不
要
で
す
。（
認
定
証
が
な
く
て
も
窓

口
の
支
払
は
限
度
額
ま
で

で
す
）

　
８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証
が「
緑
色
」に
変

わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、７
月
中
旬

に
黄
色
の
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し

ま
す
。

　
な
お
、自
己
負
担
割
合（
１
割

ま
た
は
３
割
）は
、29

年
中
の
所
得
で
判
定

さ
れ
る
た
め
、
前
回

と
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
の
支

払
い
が
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
入
院
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
高

額
に
な
る
場
合
は
、受
診
前
に
国
保

年
金
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
区
分
が
現
役
並
み
所
得
者

Ⅲ
及
び
一
般
の
方
は
、認
定
証
は
不

要
で
す
。（
認
定
証
が
な
く
て
も
窓

口
の
支
払
は
限
度
額
ま
で
で
す
）

　
現
在
交
付
を
受
け
て
お
り
、30

年
度
も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方

に
は
、新
し
い
認
定
証
を
保
険
証
に

同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

　
所
得
区
分
の
判
定
が
で
き
な
い

方（
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
が
所
得
の

申
告
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
等
）は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

認
定
証
の
発
行
を
受
け
て
お
ら

ず
、
窓
口
の
支
払
が
限
度
額
を

超
え
た
場
合
は
、
高
額
療
養
費

と
し
て
差
額
を
払
い
戻
し
ま
す
。

※

　「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用・標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

国
保
税
に
滞
納
の
あ

る
世
帯
に
は
発
行
で

き
ま
せ
ん
。

※

認
定
証
の
発
行
を
受

け
て
お
ら
ず
、窓
口
の

支
払
が
限
度
額
を
超

え
た
場
合
は
、高
額
療

養
費
と
し
て
差
額
を

払
い
戻
し
ま
す
。

※

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、「
被
保
険
者

証(

ク
リ
ー
ム
色)

」と「
高
齢
受
給
者
証(

藤
色)

」

の
両
方
を
忘
れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

高
齢
受
給
者
証
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
お
よ
び
賦
課
限
度
額
の
見
直
し

改正前

改正後

33万円＋49万円
　　　　　×被保険者数

33万円＋50万円
　　　　　×被保険者数

改正前

改正後

33万円＋27万円
　　　　　×被保険者数

33万円＋27万円5千円
　　　　　×被保険者数

賦
課
限
度
額
の
見
直
し

軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

賦課限度額について、医療保険分を
４万円引き上げます。

後期高齢者支援金分と介護保険分
の賦課限度額は前年度と同額です。

※

2割軽減5割軽減
1

2

賦課区分 改正前 改正後

医療保険分 ５４万円 ５８万円

集特
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オ
イ
ス
カ
と
台
湾
の
交
流
団
18

人
は
６
月
26
日
、森
町
役
場
を
訪

れ
、太
田
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
一
行
は
、６
月
22
日
〜
26

日
ま
で
県
内
各
地
を
視
察
。25
日

に
は
、コ
テ
ー
ジ・ア
ク
テ
ィ
に
宿
泊

し
、森
町
民
な
ど
と
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。太
田
町
長
は「
当
町
出

身
の
鈴
木
藤
三
郎
が
台
湾
で
台
湾

製
糖
を
創
業
し
、そ
の
縁
で
５
年

前
に
森
町
か
ら
約
30
人
の
交
流
団

が
訪
台
す
る
な
ど
森
町
と
台
湾
は

深
い
関
係
が
あ
る
。さ
ら
に
友
好

関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
交
流
団
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

袋
井
消
防
本
部
は
、地
域
の
小

学
生
が
防
火
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
活

動
す
る
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
編
成

式
を
６
月
７
日
に
宮
園
小
、18
日

に
森
小
で
行
い
ま
し
た
。今
年
度
、

町
内
で
ク
ラ
ブ
員
と
な
っ
た
の
は

宮
園
小
４
年
生
の
７
人
と
森
小
４

年
生
の
19
人
で
す
。少
年
消
防
手

帳
と
ク
ラ
ブ
員
章
を
受
け
取
っ
た

児
童
ら
は「
火
災
予
防
を
学
び
、火

遊
び
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」な
ど

の
防
火
の
誓
い
を
全
員
で
唱
和
し

ま
し
た
。児
童
ら
は
、夏
休
み
に
袋

井
消
防
本
部
で
体
験
学
習
す
る
ほ

か
、地
元
消
防
団
の
夜
警
活
動
に

参
加
す
る
な
ど
今
後
１
年
間
、防

火
や
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
森
町
と
森
町
消
費
者
ク
ラ
ブ
は

６
月
15
日
、高
齢
者
を
狙
っ
た
悪

質
商
法
や
詐
欺
被
害
の
防
止
を
目

的
と
し
た「
消
費
者
教
育
講
座
」を

町
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。約
20
人
が
受
講
し
、県
消

費
者
団
体
連
盟
会
長
の
小
林
昭
子

さ
ん
か
ら
、悪
質
商
法
や
詐
欺
の

手
口
、対
処
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。消
費
者
ク
ラ
ブ
員
た
ち
も
、実

際
に
あ
っ
た
被
害
事
例
を
ミ
ニ
コ

ン
ト
仕
立
て
で
演
じ
る
な
ど
受
講

者
ら
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、「
家
族
に

も
注
意
を
呼
び
か
け
、自
ら
も
賢

い
消
費
者
に
な
ろ
う
」と
被
害
の

未
然
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　

町
長
が
主
宰
す
る「
森
町
総
合

教
育
会
議
」が
、6
月
8
日
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
森
町

学
校
の
あ
り
方
検
討
会
」が
昨
年

1
年
間
を
か
け
て
検
討
し
た
答
申

書
が
教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、

こ
れ
を
受
け
て
協
議
の
上
、教
育

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性
が「
総

合
教
育
会
議
」で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は「
教
育
活

動
へ
の
影
響
、教
育
の
質
の
向
上

等
を
鑑
み
、近
い
将
来
1
校
に
再

編
す
る
。ま
ず
は
泉
陽
中
学
校
を

森
中
学
校
に
統
合
す
る
こ
と
を

考
え
た
い
。」、小
学
校
に
つ
い
て

は「
教
育
活
動
な
ど
に
課
題
の
あ

る
複
式
学
級
を
解
消
す
る
た
め
、

三
倉
及
び
天
方
の
両
小
学
校
を

森
小
学
校
に
統
合
す
る
。今
後
、

更
な
る
小
学
校
の
再
編
や
、小
中

学
校
を
併
せ
て
小
中
一
貫
校
と
す

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
」と
い
う
も
の

で
す
。町
で
は
、再
編
す
る
場
合

の
影
響
や
対
応
策
に
つ
い
て
検
討

し
、8
月
下
旬
の
総
合
教
育
会
議

で
町
の
方
針
を
示
し
、そ
の
後
、

議
会
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
説
明

を
行
う
予
定
で
す
。

　
町
で
は
、６
月
29
日
に
森
町
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
で
防
災
講
演
会
を

開
き
、日
赤
森
町
奉
仕
団
員
や
森

町
地
域
福
祉
推
進
協
議
会
員
な
ど

１
３
０
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、静
岡
大
学
の
池
田
恵

子
教
授
で「
避
難
所
生
活
を
人
権

的
視
点
か
ら
考
え
る
」こ
と
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。池
田
教

授
は
、熊
本
地
震
で
震
災
関
連
死

が
直
接
死
の
約
４
倍
と
な
っ
た
こ
と

を
挙
げ
、「
避
難
生
活
の
身
体
的・精

神
的
疲
労
が
主
な
要
因
。多
様
な

人
が
集
ま
る
避
難
所
に
は
配
慮
が

必
要
」と
訴
え
ま
し
た
。避
難
所
で

は
、着
替
え
や
授
乳
、洗
濯
、ト
イ
レ

な
ど
で
女
性
が
不
便
を
伝
え
づ
ら

く
、ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
い
点
も

指
摘
。避
難
所
の
運
営
は
男
性
だ

け
で
な
く
、女
性
も
積
極
的
に
参
画

す
る
必
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

森
町
と
台
湾
の

交
流
を
深
め
よ
う

地
域
の

防
火
リ
ー
ダ
ー
誕
生

今
後
の
学
校
の
あ
り
方
を

総
合
教
育
会
議
で
検
討

手
口
と
対
処
法
を
学
び
、

賢
い
消
費
者
に
な
ろ
う

避
難
所
生
活
を

人
権
的
視
点
で
考
え
る

森町役場に訪れた台湾の交流団

消費者被害の防止を訴える講師の小林さん

防火の誓いを唱和する森小クラブ員たち

講演する池田教授
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自
分
の
将
来
を

考
え
る
き
っ
か
け
に

の
〜
ん
び
り
過
ご
し
て
！

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

自
衛
官
募
集
相
談
員
に

委
嘱
状
を
交
付

　

旭
が
丘
中
で
５
月
31
日
、「
シ
ル

ク・ド
ゥ・ソ
レ
イ
ユ
」に
出
演
し
た

縄
跳
び
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・粕
尾
将
一

氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。粕

尾
さ
ん
は「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

す
る
に
は
、仲
間
を
ラ
イ
バ
ル
と

認
め
合
う
こ
と
が
大
切
」と
生
徒

た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
６
月
９
日
、森
町
商
工
会
青
年
部

の
皆
さ
ん
が
森
小
学
校
周
辺
の
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
約
20
基
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

「
絆
運
動
」の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
６
月
28
日
、森
町
家
庭
医
療
セ

ン
タ
ー
で「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」を

開
催
し
ま
し
た
。オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

と
は
、認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

も
の
忘
れ
の
不
安
が
あ
る
人
な

ど
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
所
で

す
。当
日
は
34
人
が
カ
フ
ェ
に
訪

れ
、お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い

な
が
ら
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。認
知
症
の
介

護
に
も
役
立
つ
と
さ
れ
る「
ハ
ン
ド

ケ
ア
」を
体
験
し
た
人
は「
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
香
り
に
癒
さ
れ
る
ね
」な

ど
会
話
も
は
ず
み
、自
然
と
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、次
代
を
担
う
お
子
さ

ん
の
誕
生
を
祝
い
、よ
り
多
子
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
よ

う
と
昨
年
10
月
に
森
っ
子
出
産

祝
い
金
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。６
月
４
日
に
は
、お
子
さ
ん

の
誕
生
を
お
祝
い
し
て
、今
年
４

月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
招

き
、町
長
か
ら
記
念
品
を
お
渡

し
し
ま
し
た
。こ
の
日
、訪
れ
た

の
は
山
崎
薫
さ
ん
・
紫ゆ

か
り

く
ん
、鈴

木
沙
耶
さ
ん・
奏か

な
た多

く
ん
、一
木

美
沙
代
さ
ん
・
菜な

央お

ち
ゃ
ん
、鈴

木
絵
梨
さ
ん・
銀ぎ

ん
し士

く
ん
の
４
組

の
親
子
で
す
。第
３
子
の
母
親
と

な
っ
た
鈴
木
絵
梨
さ
ん
は「
出
産

費
用
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

大
変
助
か
り
ま
す
。有
効
に
活
用

し
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

  

５
月
25
日
、森
町
役
場
で
自
衛

官
募
集
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。松
永
勝
代
さ
ん

(

本
町)

、奥
宮
良
治
さ
ん(

黒
石)

、

鈴
木
明
さ
ん（
市
場
）の
３
人
が
出

席
し
、自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本

部
長
と
森
町
長
の
連
名
で
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
２

年
で
、入
隊
希
望
者
の
紹
介
や
情

報
提
供
、入
隊
予
定
者
に
対
す
る

支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。太
田
町

長
は「
皆
さ
ん
の
地
道
な
活
動
が

功
を
奏
し
、町
か
ら
も
２
年
連
続

で
入
隊
者
を
輩
出
し
て
い
る
。２

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

講演会のようす清掃する青年部員たち

癒しのハンドケアを体験する参加者たち

▲左から　太田町長、山崎さん親子、鈴木沙那さん親子、一木さん親子、鈴木絵
梨さん親子

左側３人目から、松永さん、奥宮さん、鈴木さん

町
を
挙
げ
て
、
お
子
さ
ん
の

誕
生
を
お
祝
い
し
ま
す
！

す
く
す
く
育
て
！
森
っ
子
た
ち

「
森
っ
子
出
産
祝
い
金
」記
念
品
を
贈
呈

＜交付対象者＞
新生児の出生日において、町内に住
所を有し、１年以上連続して森町の
住民基本台帳に記載されていた期
間がある保護者が対象です。出生
後、３年を超えて居住することが求め
られます。

森っ子出産祝い金
第１子・・・・・・・・・・８万円
第２子・・・・・・・・10万円
第３子以降・・・15万円
問・申　役場保健福祉課　☎８５−６３３０

商
工
会
青
年
部
が

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
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　一宮幼稚園の園児35人が6月4日、一宮谷崎
天神社裏にある梅園で青梅狩りを体験しました。
神社の氏子らでつくる天神会（中村康夫会長）が
梅園を管理しており、会員と園児との交流は10
年以上続いています。園児は会員から説明を受
けた後、梅狩りに挑戦。「いっぱい採れたよ」と笑
顔を見せていました。幼稚園で2週間ほどかけて
梅ジュースにし、みんなで味わいます。

　森町一宮の水と環境を守る会(榊原淑友会長)
は６月１日、一宮幼稚園の年中・年長園児22人と
サツマイモのつるさしを行いました。荒廃農地の
解消や休耕地の有効利用を目指し、会員たちが
11年前から農業の楽しさ、収穫の喜びを伝えて
います。園児たちは「甘くておいしいお芋になあ
れ！」と声をかけながら、サツマイモのつるを一本
ずつ丁寧に植え付けました。

　森小では、地域の伝統文化である祭りばやしに
親しむ「おはやしクラブ」の4～6年生24人が、地
域のおはやし名人が集まる常磐会から定期的に
指導を受けています。6月22日は６人の師匠が来
校し、子どもたちは横笛や太鼓を学びました。指
導を行った常磐会名誉会長の三浦政利さんは「こ
のクラブをきっかけに、おはやしに興味を持って
もらい伝統を引き継いでほしい」と話しました。

　森町水道指定工事店組合(一木宏之組合長)
は、6月1日から7日までの水道週間にあわせ6月
7日、町内の一般家庭や学校、公園を対象に給水
装置などの無料点検を実施しました。組合加盟５
業者の組合員が参加し、事前に申し込みのあった
一般家庭や幼稚園、小中学校、公園を訪問。外水
栓や洗面台の蛇口など、水回りの不具合や水漏
れ箇所を手際よく点検・修理してまわりました。

甘くておいしいお芋になあれ！

袋いっぱいに梅狩り

これで安心！水道無料点検

「おはやしクラブ」で横笛名人に

常磐会の師匠たちから祭ばやしを学ぶ森小児童たち

天方幼稚園で点検を行う組合員

青梅狩りを体験する園児

サツマイモのつるさしに挑戦する一宮園児たち
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広報もりまち動画版
スマホやパソコンからアクセス

森町ホームページで
動 画 公 開 中

インターネットで「広報もりまち動画版」
と検索していただくか、右のQRコードを
スマホや携帯から読み取ってください。

煎茶道黄
おう

檗
ばく

弘
こう

風
ふう

流
りゅう

のお点前のようす

もり もり

もり もり

　小國神社で６月30日、半年間の心身の穢れを
清め、次の半年を無病息災で過ごせるようにと

「夏
な ご し の お お は ら え し き

越大祓式」が行われました。大祓式は心や身
体に溜まった罪・穢れを身代わりとなる人

ひ と が た

形に託
し、祓い清める神事。人形を収めた唐

か ら ひ つ

櫃を担ぐ神
職を先頭に、約700人の参拝者らが茅

ちがや

で編まれた
「茅

ち

の輪」を８の字を描くように３回くぐり、暑い
夏を無事に過ごせるようにと厄災を祓いました。

　６月28日、保健福祉センターで子育てママの
ための手作りランチセミナーが開催され、食推
協新メンバーを含めた７人が参加しました。メ
ニューは、焼いたサバを使ったおかずサラダや
昆布とかつお節からとっただし汁を使っただし
巻卵など。参加者は「焼いたサバをサラダに入
れる発想がなかった。子育てや食事のお話しを
しながらできるのが楽しい」と話しました。

　（公財）ヤマハ発動機スポーツ振興財団は６月
11日、宮園小でタグラグビー教室を開催し３・６年
生が受講しました。ヤマハ発動機元選手の小池善
行さんと遠藤広太さんが講師を務め、パスやキッ
クを実演。児童らはタグ取りや円陣パスなどの練
習に取り組みました。今後もみんなで楽しんでも
らうために、タグラグビーボール４個とタグベルト
40セットを町内の各小学校へ無償提供しました。

　文化会館ミキホールで６月12日、東京アーティ
スツ合奏団のクラシックコンサートがあり、町内
の小中学生約700人が一流演奏家が奏でる音色
や歌唱を楽しみました。県職員互助組合主催の公
益文化事業で、第1部ではクラシックコンサート、
第2部では歌唱コンサートが開演。アンコールで
は森町賛歌「夢　未来　森町」を全員で合唱し、
元気いっぱいの歌声を会場に響かせました。

みんなで楽しくタグラグビー

暑い夏　無病息災を祈願毎日の料理に新しい刺激を

一流演奏の音色を堪能

円陣パスに挑戦する宮園小児童たち

神職を先頭に茅の輪をくぐる参拝者たち真剣な表情で料理をする子育てママ

森町賛歌を歌う井上さんと児童生徒
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遠
江
総
合
高
校
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
系
列
の
３
年
生
31
人
が
森

町
天
宮
の
村
登
屋
と
共
同
開
発

し
た
の
は「
遠
高
物
語　

じ
ゃ
が

い
も
ご
ろ
ご
ろ
桜
海
老
パ
ン
」と

「
遠
高
物
語　

ほ
わ
ほ
わ
幸
せ

ス
コ
ー
ン
」の
２
種
類
で
す
。静

岡
県
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
で
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、全
員
が
納
得

で
き
る
味
の
パ
ン
が
完
成
し
ま

し
た
。６
月
10
日
に
行
わ
れ
た
文

化
祭（
燈
心
祭
）で
販
売
し
た
と

こ
ろ
、用
意
し
た
６
０
０
個
の
パ

ン
は
す
ぐ
に
完
売
す
る
ほ
ど
の

大
人
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

遠
江
総
合
高
校
メ
カ
ト
ロ
部

は
、同
校
文
化
祭
で
自
作
の
ミ
ニ

新
幹
線
３
台
を
運
行
し
ま
し
た
。

中
で
も
、人
気
ア
ニ
メ・エ
ヴ
ァ
ン

ゲ
リ
オ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た「
エ

ヴ
ァ
新
幹
線
」は
モ
ー
タ
ー
４
個
を

搭
載
し
た
特
別
仕
様
。小
さ
な
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
と
な
り
、当

日
は
長
蛇
の
列
が
出
来
ま
し
た
。

遠
高
メ
カ
ト
ロ
部
の
自
信
作

「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
新
幹
線
」が
文
化
祭
で
大
人
気
！

遠高生が考案

エヴァ新幹線（手前)は最速仕様！

　

今
回
で
５
回
目
と
な
る
作
品

展
は
、森
町
の
窯
元
７
人
の
陶

芸
作
品
が
一
堂
に
鑑
賞
で
き

る
機
会
と
あ
っ
て
、町
内
外
の

陶
芸
フ
ァ
ン
の
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。出
展
者
は
、中
村
陶

房
・
静
邨
陶
房
・
晴
山
陶
房
・
遠

州
み
も
ろ
焼
別
所
窯
・く
ず
の

は
窯・暁
雲
窯・臼
田
陶
房
の
７

つ
の
窯
元
と
、遠
江
総
合
高
校

の
選
択
科
目
で「
森
町
の
伝
統

工
芸
」を
学
ぶ
高
校
生
た
ち
で

す
。会
場
に
は
、色
や
形
に
こ
だ

わ
り
を
見
せ
る
花
器
や
壺
、大

皿
や
菓
子
鉢
、急
須
や
湯
飲
み

な
ど
合
わ
せ
て
約
１
８
０
点
が

並
び
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
第
５
回
森
町
陶
芸
家
作
品
展「
遠
州
森
の
炎
」が
森
町
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、３
日
間
で
約
１
，０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。期
間
中
は「
遠
州
森
町
の
お
茶
と
お
菓
子
の
味
わ
い

コ
ー
ナ
ー
」も
同
時
開
催
さ
れ
、陶
芸
作
家
の
こ
だ
わ
り
の
作
品
と一
体
化
し
た
、ゆ
と
り
の
あ
る
ほ
っ
こ
り
し
た
空
間
が

演
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
が
初
め
て
の
試
み
と
な

る
森
町
文
化
協
会
華
道
部
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
大
好

評
。８
流
派
の
華
道
の
先
生
た

ち
が
各
窯
元
の
花
器
に
花
を

活
け
、会
場
を
よ
り
一
層
華
や

か
に
彩
り
ま
し
た
。静
邨
陶
房

の
鈴
木
龍
さ
ん
は
、「
一
つ
の

町
に
７
つ
の
窯
元
が
あ
る
こ
と

が
森
町
の
魅
力
。県
内
有
数
の

窯
場
と
し
て
今
後
も
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
た
め
に
、我
々
も
常
に
新

し
い
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き

た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。ま
た
、遠
江
総
合
高
校

の
生
徒
さ
ん
の
力
作
に
も
注
目

が
集
ま
り
ま
し
た
。こ
の
中
か

ら
未
来
の
陶
芸
家
が
誕
生
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

陶
芸
家
た
ち
の

　
　
　
情
熱
が一つ
に

常
に
新
し
い
試
み
で

　
　
森
町
の
焼
物
を
Ｐ
Ｒ

遠
州
森
の
炎
が
大
盛
況
！

森
町
の
風
土
と
個
性
が
醸か
も

し
出
す
焼
物
の
魅
力

出展作家が手がけた茶器で来場者をおもてなし

ライフデザイン系列
代表  山下凜さん

オリジナルの
特産品パンで
森町をPR！
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こ
だ
わ
り
の
お
茶
と
和
菓
子
で
お
も
て
な
し
！

　

私
が
小
学
生
の
頃
は
、田
植
え

休
み
が
あ
り
、父
や
母
、祖
父
母

と
一
緒
に
家
族
総
出
で
田
植
え

を
し
た
も
の
で
す
。今
は
機
械
化

さ
れ
ま
し
た
が
、昭
和
30
年
代
後

半
ま
で
は
人
の
手
で
植
え
て
い
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。「
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
も
、自
然
の
恵
み

に
感
謝
す
る
経
験
を
し
て
も
ら
い

た
い
」と
宮
園
小
で
は
、毎
年
５
月

下
旬
に
昔
な
が
ら
の
方
法
で
田
植

え
体
験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。今

回
、地
元
の
田
植
え
名
人
と
し
て

お
迎
え
し
た
の
は
草
ヶ
谷
在
住
の

小
澤
良
吉
さ
ん
で
す
。

　
良
吉
さ
ん
は
、
有
機
堆
肥
を

作
る
プ
ロ
で
あ
り
、
森
町
の
特

産
品
で
あ
る
お
茶
・
米
・
レ
タ

ス
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
治
郎
柿

な
ど
の
農
家
に
堆
肥
を
供
給
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
植
え
た
お

米
は
「
に
こ
ま
る
」
と
い
う
品

種
で
、
つ
や
つ
や
ふ
っ
く
ら
と

炊
き
上
が
り
、
も
ち
も
ち
と
し

た
食
感
は
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ

れ
る
お
い
し
さ
で
す
。
良
吉
さ

ん
は
「
森
町
の
農
産
物
が
お
い

し
い
の
は
、
太
田
川
の
き
れ
い

な
水
の
お
か
げ
。
秋
に
は
子
供

た
ち
と
一
緒
に
収
穫
し
た
お
米

を
食
べ
た
い
ね
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

一直線に並んで田植えをする宮園小５年生

田植え名人の小澤良吉さん

昔
な
が
ら
の
田
植
え
体
験

小
澤　
芳
巳
さ
ん（
草
ケ
谷
）

森
町
広
報
モ
ニ
タ
ー

広
報
モ
ニ
タ
ー
の

広
報
モ
ニ
タ
ー
の

　

会
場
内
に
は「
遠
州
森
町
の
お

茶
と
お
菓
子
の
味
わ
い
コ
ー
ナ
ー
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。出
展
作
家

の
陶
器
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、こ
だ
わ

り
の
お
茶
と
お
菓
子
で
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
来
場
者
を

お
も
て
な
し
。色
や
形
、風
合
い
の

異
な
る
７
つ
の
陶
房
の
茶
器
に
合

わ
せ
、森
町
茶
商
組
合
は
新
茶
を
、

森
町
菓
子
組
合
は
創
作
和
菓
子
を

用
意
。来
場
者
に
大
好
評
で
し
た
。

　私たちは「森町の伝統工芸」の
科目を選択し、森町の陶芸家の先
生に陶芸を教わりました。本格的
な技法での作品作りは初めて。思
いどおりにはいかず、奥の深い作
業だと感じました。

　味わいコーナーを担当しまし
た。多くの来場者の皆さんに森
町の陶芸家さんの作品で、お茶
とお菓子を楽しんでいただけ
て、うれしかったです。

森町キャンペーンガール
楽しくＰＲできました 森の炎に出品して

落合　都さん
遠江総合高校生徒のみなさん

華道の先生と陶芸
家のコラボが会場を
いっそう華やかに！

出展作家の陶器に、色
鮮やかな花が活けら
れ、来場者の目を楽し
ませました。

７
人
の
陶
芸
家
と

　

茶
商
組
合・菓
子
組
合・

　
　

遠
江
総
合
高
校
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）（前列左から）田米和好、中村みづほ、松井晴山、鈴木龍、吉筋惠治

（中段左から）臼田けい子、鈴木惠山、栗田利伸、中島基、その他関係者
（後列左から）各陶房の皆さんと遠江総合高校の４人の生徒
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　６月中旬に見頃を迎える極楽寺のあじさい。「極楽のゆ
く人の乗る紫の雲の色なるあじさいの花」と行基の詠んだ
歌そのままに、境内の参道から裏山まで50種類以上約１
万３千株が咲き誇ります。

６月下旬に見頃を迎える香勝寺のききょう。境内を散策
できるよう整備した園内には、15種類４万５千本株以上
のききょうが植栽されています。

　６月上旬に見頃を迎える小國神社の花しょうぶ。870坪の園内には、自然豊かな緑を
背景に白・紫・ピンク・黄など80種類、約8万3千本の花が園内一面に咲き競います。

白、ピンク、青、紫など色とり
どりの花が一面に広がって
います。

　森
町
に
は
四
季
を
通
じ
て
花
を
楽
し
め
る
名
所
が
あ
り
ま
す
。春
に

は
桜
、初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、花
し
ょ
う
ぶ
、あ
じ
さ
い
、き
き
ょ
う
、は
ぎ
、秋
に
は

も
み
じ
が
彩
り
、町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。訪
れ
た
人
は
散
策
を
し
な
が

ら
、会
話
を
楽
し
ん
だ
り
、写
真
を
撮
っ
た
り
と
、ゆ
っ
た
り
と
お
だ
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
　

　花
し
ょ
う
ぶ
は
、小
國
神
社
の
初
夏
の

風
物
詩
で
す
。参
拝
の
折
に
、日
本
古
来

の
季
節
の
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
職
員
が
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。花

を
美
し
く
咲
か
せ
る
た
め
に
、毎
年
６

月
下
旬
の
株
分
け
作
業
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。古
い
根
を
確
実
に
き
れ
い
に
取
り
除

く
の
が
コ
ツ
で
す
ね
。多
く
の
皆
さ
ま
に

安
ら
ぎ
や
癒
し
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。

〜
初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る

　色
と
り
ど
り
の
花
〜

季
節
を
楽
し
む 

森
町
の
花
め
ぐ
り

▲株分け作業をする村松さん

美
し
い
花
を
咲
か
せ
て

      

　
　心
が
安
ら
ぐ
場
所
に

（
一宮
花
し
ょ
う
ぶ
園
管
理
主
任
）

村
松
芳
博
さ
ん 
小
國
神
社 

権
禰
宜

展望台から見える景色

ききょうの根を練り込んだアイ
スクリーム。干した根は気管
支炎やのどの痛みなどに効
果があるといわれています。

ききょう
   アイス

香
勝
寺

　き
き
ょ
う

極
楽
寺

　あ
じ
さ
い

小
國
神
社

　花
し
ょ
う
ぶ

   

太
田
川
原
野
谷
川
治
水
水
防
組
合（
組
合

管
理
者・原
田
英
之
袋
井
市
長
）は
６
月
10

日
、森
地
内
の
太
田
川
親
水
園
で
水
防
技

術
を
高
め
る
水
防
演
習
を
実
施
し
ま
し

た
。演
習
に
は
組
合
を
構
成
す
る
３
市
１
町

（
袋
井・磐
田
・掛
川・森
）の
各
水
防
団
、袋

井
市
消
防
本
部
、袋
井
警
察
署
、南
町
自
主

防
災
会
な
ど
約
３
８
０
人
が
参
加
。大
型
台

風
接
近
に
よ
り
、太
田
川
の
水

位
が
急
激
に
上
昇
し
、堤
防
が

決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う

想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。各
水

防
団
は
、「
土
の
う
こ
し
ら
え
作
業
」「
シ
ー

ト
張
り
工
」「
月
の
輪
工
」な
ど
の
水
防
工
法

を
実
演
し
、各
団
員
が
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
、手
際
よ
く
仕
上
げ
ま
し
た
。演
習
会
場

で
は
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
町
」と
町
職

員
に
よ
る
緊
急
炊
き
出
し
や
避
難
訓
練
、

緊
急
電
力
施
設
復
旧
、緊
急
電
話
架
設
、県

消
防
防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
救
助
訓
練
な
ど
も
披
露
さ
れ
、様
々
な
状

況
に
対
応
す
る
た
め
の
関
係
機
関
と
の
連

絡
や
指
揮
系
統
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
組
織
が
団
結・連
携
し
て

　
　
　
　
　
　
　地
域
を
守
る

各種水防工法を実演する水防団員たち

中部電力（株）による電力復旧作業

積み土のう工に取り組む森町水防団員

県消防防災航空隊による救助訓練県消防防災航空隊による救助訓練

森町建設事業協同組合による大型積み土のう工森町建設事業協同組合による大型積み土のう工 災害ボランティア森町などによる緊急炊き出し災害ボランティア森町などによる緊急炊き出し

避難勧告が発令されたとの想定で避難を行う南町自主防災会

台
風
な
ど
の

災
害
に
備
え

水
防
演
習
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太
田
川
原
野
谷
川
治
水
水
防
組
合（
組
合

管
理
者・原
田
英
之
袋
井
市
長
）は
６
月
10

日
、森
地
内
の
太
田
川
親
水
園
で
水
防
技

術
を
高
め
る
水
防
演
習
を
実
施
し
ま
し

た
。演
習
に
は
組
合
を
構
成
す
る
３
市
１
町

（
袋
井・磐
田
・掛
川・森
）の
各
水
防
団
、袋

井
市
消
防
本
部
、袋
井
警
察
署
、南
町
自
主

防
災
会
な
ど
約
３
８
０
人
が
参
加
。大
型
台

風
接
近
に
よ
り
、太
田
川
の
水

位
が
急
激
に
上
昇
し
、堤
防
が

決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う

想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。各
水

防
団
は
、「
土
の
う
こ
し
ら
え
作
業
」「
シ
ー

ト
張
り
工
」「
月
の
輪
工
」な
ど
の
水
防
工
法

を
実
演
し
、各
団
員
が
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
、手
際
よ
く
仕
上
げ
ま
し
た
。演
習
会
場

で
は
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
町
」と
町
職

員
に
よ
る
緊
急
炊
き
出
し
や
避
難
訓
練
、

緊
急
電
力
施
設
復
旧
、緊
急
電
話
架
設
、県

消
防
防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
救
助
訓
練
な
ど
も
披
露
さ
れ
、様
々
な
状

況
に
対
応
す
る
た
め
の
関
係
機
関
と
の
連

絡
や
指
揮
系
統
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
組
織
が
団
結・連
携
し
て

　
　
　
　
　
　
　地
域
を
守
る

各種水防工法を実演する水防団員たち

中部電力（株）による電力復旧作業

積み土のう工に取り組む森町水防団員

県消防防災航空隊による救助訓練県消防防災航空隊による救助訓練

森町建設事業協同組合による大型積み土のう工森町建設事業協同組合による大型積み土のう工 災害ボランティア森町などによる緊急炊き出し災害ボランティア森町などによる緊急炊き出し

避難勧告が発令されたとの想定で避難を行う南町自主防災会

台
風
な
ど
の

災
害
に
備
え

水
防
演
習

13 広報もりまち 平成30年7月号　



病院だより
公立森町病院　☎85-2181

S p o r t   i n f o r m a t i o n

広げよう　シニアの輪！
　森町シニアクラブ連合会の交通安全宣
言輪投げ大会が、６月７日に森町総合体育
館で行われました。16単位クラブから、
204人が参加し、白熱した個人戦を繰り
広げました。輪を投げるたびに歓声やため
息がわき起こり、はつらつプレーで楽しい
時間を過ごしました。

　６月２４日、森町営グランドで「県民スポーツフェスティバル　ティーボール袋井
大会」が行われ、森町と袋井市の少年野球クラブ１２チームが参加しました。ティー
ボールは、バッティングティーにボールを載せ、止まったボールを打者が打つことか
ら始まるゲームです。野球と違って守備は１０人、打者は１５人で争われます。小学４
年生までの児童とその母親が試合に参加し、楽しくプレーしました。

　６月10日、森町営グランドで森町
体育協会の各支部予選を勝ち抜いた
４チームが投打に熱戦を繰り広げま
した。優勝チームは、８月１９日の袋井
地区代表決定戦に出場します。

［ 優 勝 ］園田チーム（園田支部）
［準優勝］大久保チーム（一宮支部）

ママと一緒にティーボール

第５5回
森町民ソフトボール大会

情報

森少年野球クラブの親子たちが作戦タイム！

白熱した試合のようす

表彰式のようす

第27回交通安全宣言輪投げ大会

　今年４月より業界最新鋭の超音波機器LOGIQ　
S8FSを導入しました。従来の超音波機器より繊細か
つ、高画質な画像をリアルタイムで得られるようになり、
より細かなところまでわかるようになりました。
　この機器は肝臓・胆嚢・膵臓・腎臓…などお腹の臓器
を検査する機器です。「お酒が好き」｢甘い物が好き｣「最
近太った」「メタボ気味」という方、肝臓は大丈夫ですか？

肝臓に脂肪の溜まった脂肪肝か
もしれません。この機会にぜひ、
最新の超音波機器で調べてみま
せんか？
　検査を希望される方は、当院か
かりつけ医または健診・ドック室ま
でお気軽にご相談ください。

　今年度2回目のあすの森くらぶを開催します。内容は
「認知症」についてです。
　認知症とはどんな病気なのか？予防できるのか？家族
や周囲は本人とどう接すれば良いのか？そんな疑問に
お答えできる講義内容です。
　お気軽にお申し込みください。

平成30年7月より、眼科の診療体制が次のとおりとな
ります。
※家田医師の診療は7月までの予定となります。

眼科外来の診療が週２回に拡大されます

開催日時
開催場所
定 員
申込方法

8月17日(金) 18:30～20:00
公立森町病院 1Fリハビリテーション室
40名
当院リハビリテーション科まで直接ご連
絡ください(☎85-2181)

最新の超音波機器（腹部エコー）を導入しました あすの森くらぶのご案内

問い合わせ：
公立森町病院健診・ドック室
☎85-2389

担当医師 曜日 受付時間 診察時間
倉田健太郎 毎週月曜日 13：00～

　15：30
13：30～
　16：00

磯貝正智 毎週木曜日 13：00～
　15：30

13：30～
　16：00

家田貴子 毎月第３木曜日 8：00～
　11：00

8：30～
　12：00

優　勝　加藤義嘉津（栄寿会）
準優勝　山下　宗一（栄和会）
３　位　鈴木新一郎（栄和会）
優　勝　浅井　桂子（共寿会）
準優勝　小林ツユ子（本町寿会）
３　位　北島きみ代（円田八雲会）

男性
の部

女性
の部
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食推協レポート

「食べる力」を育てよう わが家のアイドル
・・・・・・・・ 新しい仲間を紹介 ・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・

食推協おすすめメニュー♪

お手軽常備菜を紹介します。

小野田かほちゃん→
（4か月）
（黒石）

産まれてきてくれてありがとう♡
これからの成長がとっても楽しみです。
元気にスクスク大きくなぁれ。

大好きな穂花お姉ちゃんを毎日
追いかけまわしてるりっくん。
これからも元気に大きくなってね

←鈴木陸
り

久
く

くん
（11か月）
（本丁）

離乳食について

 自 家 製 な め た けと
　 　 　 　 　 大 根 おろし
（全量）168キロカロリー　塩分3.9ｇ

えのきだけ・・・・・大1束（200g）

みりん・・・・・・大さじ2

醤油・・・・・・大さじ1.5

大根・・・・・適量

　びん詰でおなじみのなめたけです
が、簡単に手作りすることができま
す。まとめて作っておけば、忙しい朝
食作りや疲れた時の夕食作りの一品
にも助かります。また、食物繊維やビ
タミンB群が豊富。便秘解消・疲労回
復に役立つでしょう。暑くて食欲がな
い時には大根おろしでさっぱりと。

1えのきだけを長さ1㎝程度に切る。
2みりんを火にかけ、煮立ったら弱火で1分
程煮て、醤油を加える。
3 1を加えかき混ぜて、とろみがついたらで
きあがり。
4大根をすりおろし、3をかける。

材料
（作りやすい分量） 作り方

森町健康づくり食生活
推進協議会（食推協）
会員

原田寿美子さん
　　　　  （宮代東）

広報もりまちでは子どもの写真を募集しています。
この機会に、お子さんを「広報紙デビュー」させてみませんか。
　　　　　申・問　役場企画財政課広報統計係（☎85-6306）
　　　　　メール　kouho@town.shizuoka-mori.lg.jp

写真大募集！

　６月８日、６か月の乳児とその保護者を対象に保健
福祉センターで「６か月児相談」が開催され、親子15
組が参加しました。歯科衛生士による乳歯について
の説明の後、栄養士の山本さんから離乳食について
のお話しがありました。離乳食は、乳児がミルクだけ
でなく食事から栄養を摂る準備をするためのもので
す。今回は希望者を対象に、だしの取り方や離乳食の
作り方を実演。保護者は顆粒だしと天然だしの味の
違いを比較し
たり、１食分の
量の目安を学
びました。
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健康・医療

アクティ森 ☎０５３８-８５-０１１５（水曜定休）

　アクティ森では、９／９（日）までの土・日
限定で、「鮎のつかみ取り」を開催してい
ます。時間は１０時～１５時で、料金は１匹
７００円（税込み）です。つかみ取った鮎は、
その場で塩焼きにします！炭火でじっくり
焼くので、焼き上がりには４０分～５０分ほ
ど時間がかかりますが、焼きたての鮎の
味は格別ですよ！夏の思い出を作りに、ぜ
ひおこしください！

健診・講座・講演会など

夜間・休日救急
公立森町病院　☎85-2181
家庭医療クリニック巡回診療

☎85-1340
●上野平公民館（上野平）
10日（金）9：00～11：00受付
●三丸会館(三倉大久保)
24日（金）9：00～11：00受付

●ボディトークを楽しむ会
16日（木）13：30～15：30

保健福祉センター
保健福祉課保健係
☎85-6330

所
問 天竜浜名湖鉄道遠州森駅

遠州木三の里連
☎090-1472-6189

所
問

●古着市
19日（日）8：30～15：00

保健福祉センター駐車場
森の軽トラ市実行委員会

（商工会内）☎85-3126

所
問

●森のKトラ市
25日（土）9：30～12：00

役場税務課　☎85-6308問

・税務課
所得・課税証明、納税証明の発行など
※固定資産・法人関係等の証明は発行できません。

役場住民生活課  ☎85-6312問

●開庁日時
1日(水)、8日(水)、15日(水)、22日

（水）、29日（水）19：00まで

※転入・転出などの住所異動の手続きはできません。

●Ｌｅｔ'ｓ Ｅｎｊｏｙポールウォーキング　
「飯田城址」中級コース
7日（火）9：30～11：30
集合場所　下飯田ふれあい広場

（下飯田橋左岸太田川河川敷）
地域包括支援センター
☎85-6341

問

森アリーナトレーニング教室
地域包括支援センター
☎85-6341

所
問・申

●森アリーナトレーニング教室
1日（水）、8日（水）、22日（水）、29日（水）
14：00～15：30
定員　5名
対象　65歳以上の方

問

開場 11：30
開演12：00
開場15：00
開演15：30

※チケット取扱時間などは各販売所にお問合せください。　※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
 問  森町文化会館　☎85-1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日

上記公演のチケット
のお求めは…

夏休みイベント「鮎のつかみ取り」

チケット発売日
友 の 会
一 　 般
電 話 予 約

：
：
：

8月4日(土)
8月5日(日)
8月7日(火)

いずれも9：00～

森町文化会館(85-1111)/袋井市月見の里学遊館(49-3400)/磐田市文化振興センター(35-7133) /磐田市情報館（38-3974）/兵藤楽器店掛川本店(0537-23-
0245) /アクトシティ浜松チケットセンター(053-451-1130) /チケットぴあ　電話0570-02-9999  Pコード　（石田泰尚:109-614、ブルーモーメント:484-
261、花＊花:112-151　島津亜矢：114-997　中村雅俊：116-715)

●ききょう園開園（香勝寺・2番咲き）
25日（土）～9月23日（日）

香勝寺 ☎85-3630所・問

・住民生活課
戸籍・住民票・印鑑証明書・旅券の交付など

1回目

2回目

●森ほたる
5日（日）～15日（水）日暮れ～21：00頃

町内各所所
森ほたる実行委員会
☎090-9963-8344（大沼）

問

ミキホール公演ガイド 花＊花コンサートブルーモーメント森町公演
～宝塚ＯＧによるレビューショー～

島津亜矢コンサート2018悠遊石田泰尚
華麗なるヴァイオリンの世界

99

11

10８

299

24

1318

土日

土

土 
土 開場 13:30

開場 14:30
開演 15:00

開場 14:00
開演 14:30

開演 14:00

ところ：森町文化会館 大ホールところ：森町文化会館 大ホール

ところ：森町文化会館
         大ホールところ：森町文化会館 大ホール

入場料(税込)

友の 会
一 般

2,500円
3,000円

全席指定
入場料(税込)

友の 会
一 般

4,500円
5,000円

全席指定

入場料(税込)

友の 会
一 般

6,000円
6,500円

全席指定
入場料(税込)

友の 会
一 般

3,000円
3,500円

全席指定

東建コーポレーション　Presents
中村雅俊コンサートツアー2018

「 ON and ON 」
Vol.2 ～Acoustic Unit～

開場15:00
開演15:30
ところ：森町文化会館 大ホール

入場料(税込)

友の会
一 般

5,500円
6,000円

全席指定

※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催：森町ミキホール文化振興会　共催：森町ミキホール友の会

チケット好評発売中！チケット好評発売中！

チケット好評発売中！ チケット好評発売中！

夜間の窓口開庁 8月

8月 おでかけ・催し 8月
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Living guide

町県民税…………………第2期分
国民健康保険税…………第2期分
介護保険料（普通徴収）…第3期分
後期高齢者医療保険料（普通徴収）
……………………………第1期分
個人事業税（県税）………第1期分

（納期限8月31日）

●予防接種のしおり交付
6日（月）受付9：15～9：30
●6か月児相談
3日（金）受付9：00～9：30
●1歳6か月児健診
1日（水）受付13：15～13：45
●2歳児相談
17日（金）受付9：00～9：30

●おはなしぶらんこ
毎週土曜日10：30～11：00

（11日（土）を除く）

●大道芸
23日（木）10：00～11：00

●お楽しみゲーム大会
25日（土）14：30～15：00

●森のくまさん広場
毎週水曜日11：00~11：30
●すくすくクラブ
2日（木）10：00～11：00
●水あそび
3日（金）、9日（木）10：30～11：10

●のびのびクラブ
16日（木）10：00～11：00

●移動子育て支援センター
　／（飯田総合センター）
10日（金）10：00～11：00

●子育てセミナー（ピラティス）
4日（土）10：00～11：00

●作ってみよう
4日（土）14：30～15：00
●小学生、色水てっぽう遊び（親水公園）
8日（水）10：00～11：00
●折り紙教室
18日（土）14：30～15：00●暮らしの何でも相談（電話相談）

平日9：00～17：00
ライフサポートセンター中東遠事務所
☎33-3715

●消費生活相談
水曜日は消費生活相談員駐在
平日8：30～17：15
所・問　役場産業課 ☎85-6319

子育て支援センターイベント情報
☎85-2839　月曜休館

児童館イベント情報
☎85-2839　月曜休館

健診・相談
保健福祉センター
役場保健福祉課☎85-6330

所
問

子育て

納税など

相談

図書館

役場住民生活課　☎85-6312
役場保健福祉課　☎85-1800
社会福祉協議会　☎85-5769

町民生活センター
保健福祉センター

所 町
保

問 住
保
社

　 森町立図書館 ☎85-1113 （9：00～17：00 水曜のみ19：00まで、月曜休館）
※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日

問

　ネット依存・ゲーム依存の問題が深刻化する一方で、診断ガイ
ドラインができ、確かな診断・治療も少しずつ整備されている。い
ま目立っている症例と最新のガイドラインおよび治療法を紹介。

一般書　「ネット依存・ゲーム依存がよくわかる本」
樋口 進　監修　講談社

　ファンたちはそれぞれの思いを抱いて最後の試合の「その
日」に向かう。人間関係に悩む会社員、再会した祖母と孫…普
通の人々のかけがえのない喜びを、サッカーを通して鮮やかに
描き出す連作短編集。

一般書　「ディス・イズ・ザ・デイ」
津村 記久子　著　朝日新聞出版

　自然のなかには、どれだけいろいろなかたちがかくれているのだ
ろう! 美しいステンドグラスのまどや自然をいかした建物をつくり、日
本にも大きな影響をあたえた建築家フランク・ロイド・ライトのお話。

児童本　「しぜんのかたち　せかいのかたち」
K．L．ゴーイング　文　BL出版

　食中毒は飲食店での食事が原
因と思われがちですが、厚生労
働省の統計では、家庭での食中
毒の発生件数は、飲食店に次い
で多くなっています。
　食中毒予防の３原則は、食中
毒菌を「つけない」、「増やさな
い」、「やっつける」ことです。以下
のことに気をつけ、食中毒を予防
しましょう。

掛川年金事務所
☎0537-21-5521

問

●年金相談(要予約)　
15日（水）9：30～12：00

所 町

●人権相談
2日（木）13：00～15：00

所 町 問 住

●心配ごと相談
6日(月)、20日(月) 9：00～12：00

所 保 問 社

●結婚相談
12日（日）9：00～11：30

所 保 問 社

●障がい等地域生活相談室
　（要予約）（知的・発達障がい）
10日（金）、24日（金）9：00～16：00

所 保 問 保

●森町成年後見制度相談所（要予約）
7日（火）13：30～16：00 所 保 問 社

食中毒を予防しよう！

8月 8月

8月

延長開館お知らせ
毎週水曜に加え右記期間は午後７時まで開館します。  H29.8.21～H29.8.24

つけない１
調理前は手をよく洗う、生もの
と調理済み食品を別に扱う
増やさない2
調理後速やかに食べる、
冷蔵庫で保存
やっつける3
７５℃で１分以上の加熱処理
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日時 2018年7/21（土）・22（日）10：00～15：30
場所ミキホール１階  展示ギャラリー

日時

＊

＊ 2018年9/15（土）・16（日）10：00～15：30
場所 袋井ショッピングセンターパティオ１階

主催・後援
森のお針箱
山田敏恵 ☎0538(85)3700

ハロー電話「ともしび」ボランティア
電話相談員養成研修  受講者募集

心の病を持つ人の
「家族による家族学習会」

夏休み太田川ダム
見学会参加者募集

東海アクシス看護専門学校　
開校25周年記念講演会

ごみ処理施設個人見学ツアー

森町納涼花火大会開催

青少年のための吃
きつおん

音講座

防衛省（自衛隊）採用制度説明会
7月29日（日）13：00～15：00
8月25日（土）10：00～12:00
森町町民生活センター2階
講義室Ａ
自衛隊に就職を考えている
人、関心のある人への採用
制度説明
18歳以上～27歳未満（高
卒見込含）
申込不要、直接会場へ

8月17日(金)10：00～14：00
（受付～13:30）
※雨天決行（大雨警報が発
令された場合は中止）
太田川ダム管理所
小中学生とその保護者（一
般参加も可）
飲み物、帽子、タオル（サン
ダル不可）
参加費無料、申込み不要

9月9日（日）13：30～16：50
（受付13：00～）
浜松市福祉交流センター
21会議室
体験発表、吃音相談、講義
など
9月2日（日）までに電話また
はFAX、メールで（当日参加
も可）

～吃音の悩みを分かち合いませんか？～

9月9日（日）10：00～11：30
（9：30～受付）
東海アクシス看護専門学
校3階視聴覚室

「声のもつ力～温もりのコ
ミュニケーション～」
構成5市1町住民、医療・介
護職員など（先着100名）

8月15日（水） 
打ち上げ時間19：15～20：45
※小雨決行・荒天時中止
太田川河川敷親水公園
2,000発
町民の花火大会にしていく
ため、町民一人ひとりのご
支援をお願いします。

8月6日（月）～24日（金）
9：00～15：00
※平日のみ開催
中遠クリーンセンター
※集合解散場所は東側玄関
開催時間内で1時間程度
袋 井 市・森 町 在 住 者（小
学生は必ず保護者同伴）
参加費無料
見学希望日の3日前までに電話で

中・西部地区（掛川市近郊）
の在住者で35歳程度から
60歳程度までの人
10月～12月（全6回）
静岡県総合教育センター

（掛川市富部）
6人程度（面接などによる
選考）
9月3日（月）締切
住所・氏名・年齢・電話番号
を下記申込み先に電話

8月18日（土）、25日（土）9月
8日（土）、9月15日（土）、9月
30日（日）、10月6日（土）
13：30～16：30
磐田市豊田福祉センター2
階小会議室（磐田市弥藤太
島500-1）
原則として中遠地域に住む人
10人程度（家族なら2人可）
1,500円(テキスト代含む)
8月6日(月)までに電話また
はFAXで

静岡県総合教育センター
専門支援部　教育相談課
☎0537-24-9772

東海アクシス看護専門学校　
総務課 庶務係
☎0538-43-8111
URL  https://axis-ns.jp

浜松言友会事務局（朝稲）
☎・FAX 32-5682

メール asaine@msb.biglobe.ne.jp

　青少年の悩み相談や保護者の教
育相談に応じる方法を学びボラン
ティア相談員としての活躍を目指す
方を募集します。

　統合失調症などを持つ人の家族
が経験を共有しながら､正しい知識
や当事者への対応の仕方などを一
緒に学んでいきます。

　暮らしに身近なごみ問題を見直
し、各家庭から出されるごみの更な
る減量や、分別・リサイクルについて
の重要性を再確認できる内容となっ
ています。

・・・環境にやさしい暮らしについて
　　　　　　 考えてみませんか・・・

と　き

ところ

内　容

対　象

その他

と　き

ところ
対　象

持ち物

その他

と　き

ところ

内　容

申込方法

と　き

ところ

演　題

対　象

と　き

ところ
打ち上げ数
寄　付

と　き

ところ

所要時間
対　象

その他
申　込

募集対象

研修期間
ところ

募集人数

申込期日
申込方法

と　き

ところ

対　象

参加費
申込み

問

問

問

問

問

自衛隊袋井地域事務所
☎43-3717

森町商工会　☎85-3126

袋井土木事務所河川改良課ダム
管理班　☎42-3211

袋井市森町広域行政組合
（中遠クリーンセンター内）
（袋井市岡崎6635-192）
☎30-0530　ＦＡＸ 30-2530

丹誠会　鈴木定子
☎・ＦＡＸ 0539-62-3075
鈴木なほ子
☎・ＦＡＸ 23-5749
事務局　吉村千穂
☎・ＦＡＸ 35-6127　

催し

問・申

問・申

問・申

広　告
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Information

電気は正しく安全に！
8月は「電気使用安全月間」です

「緑の募金」のご報告

児童扶養手当現況届
のお知らせ

中部電力からのお願い

悩みを抱える子ども・
若者のための合同相談会

全国一斉
「子どもの人権110番」強化週間

ひとり親家庭のための
出張個別相談会

平成30年度自衛官等募集について

　児童扶養手当を受けている人は、
毎年８月に「児童扶養手当現況届」を
提出することになっています。この届
けは、毎年８月１日現在の受給者の
状況、前年所得などを確認し、8月分
以降の手当支給の有無を決定する
ためのものです。
　現在、児童扶養手当を受けている
人は、7月下旬に通知が届きますの
で注意事項を確認のうえ、必要書類
を添えて、８月２４日（金）までに保健
福祉センター内保健福祉課へ提出し
てください。
　なお、この届けが２年間未提出の
場合には、受給資格が消滅しますの
でご注意ください。

　雷や台風の到来時期になりまし
た。この時期、落雷や強風による飛
来物により電線が切れて垂れ下がる
ことがあります。切れた電線を見つ
けた場合は、感電する恐れがあるた
め絶対に触らずに、中部電力へご連
絡をお願いします。

　2017年3月から「き
ずなネット」アプリで、
停電情報をプッシュ通
知で受け取ることがで
きるようになりました。

　また、停電情報だけでなく、天気
情報や防災情報、地震・津波情報、
暮らしに役立つ便利な情報を配信
しています。ぜひご利用ください。

＜停電情報配信サービス
　　　　「きずなネット」のご案内＞

　平成30年度の募金額は556,210
円になりました。ご協力ありがとうご
ざいました。募金は森林づくりや緑
化の推進などに使われます。

～ひとりで悩まず、電話してください～

　ジメジメする夏は、１年のうちでも
感電や電気事故の最も多い時期で
す。皆さんのご家庭でも電気の安全
点検をしましょう。
◎
◎

◎

　不登校、ニート、ひきこもり、発達障
害などの相談に、相談機関、就労支
援団体、学習支援団体、通信制・定時
制高等学校、サポート校、親の会など
が個別に対応します。

いじめや体罰、虐待など
で困っていたら、お電話
ください。
8月29日(水)～9月4日(火)
8：30～19：00
ただし土・日曜日は
10：00～17：00
☎0120-007-110

（通話料無料）
静岡地方法務局、静岡県
人権擁護委員連合会

8月18日（土）
12：30～15：30
浜北文化センター（浜松市
浜北区貴布祢291-1）
参加費無料、申込不要、入
退場自由

8月14日(火)
9：30～16：00
浜松市役所北館2階中区
会議室（浜松市中区元城
町103-2）
予約優先・当日受付可、
参 加 費 無 料 、託 児 あり

（要予約）

　生活・就業・法律の相談会。職業紹
介や求職登録、弁護士による親権や
養育費などの相談ができます。

内　容

期　間
時　間

相談電話

主　催

と　き

ところ

その他

と　き

ところ

その他

（1）航空学生（2）一般曹候
補生（3）自衛官候補生

（1）海上 18歳以上23歳未
満の者　高卒（見込み者含
む）　航空 18歳以上21歳
未満の者　高卒（見込み者
含む）（2）（3）18歳以上27
歳未満

（1）（2）7月1日（日）～9月7
日（金） （3）年間通じて受付

（1）1次試験9月17日（月）
（2）1次試験9月22日（土）
（3）受付時にお知らせ
受付時にお知らせ

募集種目

受験資格

受付期間

試験日

会　場

問

問

問

問

問

問

役場保健福祉課厚生係
☎85-1800

中部電力（株）電力ネットワーク
カンパニー掛川営業所
☎0120-985-232

役場産業課林政係
☎85-6317

中部電気保安協会静岡支店
掛川営業所
☎0537-24-3277

自衛隊袋井地域事務所
☎43-3717

県教育委員会社会教育課
☎054-221-3305

お知らせ

相談
募集

母子家庭等就業・自立支援セ
ンター ☎054-254-1191

問・申
電気の使い過ぎはありませんか。
傷んだ電線、コードを使っていま
せんか。
洗濯機などのアースはつけてあり
ますか。

編
集
後
記 （　）内は先月比

7月1日現在

世帯数

人口 男
女
計

6,532世帯（+9）

（−2 ）
（−20）
（−22）

9,166
9,296

18,462

スマホアプリで
広報もりまち配信！!

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

は
こ
ち
ら
か
ら

アプリは 無 料です
が、通信費は別途発
生しますのでご注意
ください。

※

人の動き

検索マチイロ

▼
５
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
新
コ
ー

ナ
ー「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」は
ご

覧
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
現

在
、お
子
さ
ん
の
写
真
を
大
募
集
し

て
い
ま
す
。年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、お
気
軽
に
応
募
い
た
だ
け

る
と
う
れ
し
い
で
す
。記
念
に
残
る

１
冊
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
ゆ
）

▼
シ
ト
シ
ト
と
長
く
降
り
続
い
た
今

年
の
梅
雨
。農
作
物
の
成
育
を
促

し
、夏
の
水
不
足
を
解
消
す
る
恵
み

の
雨
で
す
が
、取
材
者
泣
か
せ
の
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。晴
天
へ
の
願
い

を
込
め
て
、今
月
の
表
紙
は
、抜
け

る
よ
う
な
青
空
の
写
真
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

（
か
）
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６
月
３
日
、中
飯
田
町
内
会
の
新
た
な
祭
り
屋
台「
本
城
舘
」の
落
成
式
が

行
わ
れ
、地
域
住
民
や
来
賓
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。鏡
開
き
や

餅
投
げ
の
あ
と
は
、町
内
を
賑
や
か
に
練
り
歩
き
、新
た
な
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
新
屋
台
は
、６
本
柱
が
特
徴
的
な

総
ひ
の
き
造
り
で
、森
町
の
屋
台
大

工
が
建
築
を
手
掛
け
、町
内
屋
台
で

は
初
め
て
大
阪
・
岸
和
田
の
彫
刻
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
一
面
に
施
さ
れ

た
繊
細
優
美
な
彫
刻
は
、飯
田
城
址
を

題
材
に「
飯
田
の
里
」の
歴
史
や
自
然
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。鈴
木
町
内
会
長
は

「
新
屋
台
を
中
心
に
一
致
団
結
し
、地

域
の
絆
を
深
め
て
ほ
し
い
」と
願
い
を
込

め
ま
し
た
。新
屋
台
は
、７
月
13
日
〜
15

日
の
山
名
神
社
天
王
祭
で
お
披
露
目
さ

れ
ま
す
。　

森
町
の
屋
台
彫
刻
を
手
掛
け
る

の
は
初
め
て
で
す
が
、中
飯
田
の

皆
さ
ん
の
情
熱
を
感
じ
、笑
顔
を

見
た
い
一
心
で
取
り
組
み
ま
し

た
。新
屋
台
に
は
、だ
ん
じ
り
彫
刻

と
同
様
、強
調
し
た
い
部
分
に
厚

み
を
持
た
せ
、イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
立
体
的
な
彫
刻
を
施
し
て
い
ま

す
。１
２
０
年
以
上
に
わ
た
り
親
し

ま
れ
た
先
代
屋
台
と
同
じ
よ
う

に
、こ
の
彫
刻
が
末
長
く
愛
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

彫
刻
は

   

岸
和
田
だ
ん
じ
り
風

（有）木下彫刻工芸
木下健司さん
（大阪府岸和田市） 元気よく引き廻す子どもたち

新屋台完成を祝って盛大に餅投げ（中飯田公民館前）

中飯田町内会長
鈴木政好さん

地
域
の
絆
を
深
め
る
存
在
に

遠

の

京

州

小

都

　
中
飯
田
の
旧
屋
台（
本
城
舘
）は
、

昨
年
ま
で
森
町
最
古
の
現
役
屋
台

と
し
て
１
２
３
年
に
わ
た
り
活
躍
し

て
き
ま
し
た
。今
回
の
屋
台
新
調
を

機
に
そ
の
ま
ま
役
目
を
終
え
る
予

定
で
し
た
が
、昨
年
８
月
に「
山
名

神
社
天
王
祭
舞
楽
」伝
承
家
で
森
町

と
所
縁
の
あ
る
小
田
原
外
郎
家
が

購
入
し
、そ
の
後
、地
元
自
治
会（
第

28
区
）に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。現
在

は
四
輪
に
姿
を
変
え
、高
欄
に
は
屋

根
が
架
装
さ
れ
る
な
ど「
小
田
原

流
」に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
、大
切
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
５
月
３
日
〜
５
日
に
開
か

れ
た
例
大
祭
で
は
、神
輿
に
続
く
山
車

と
し
て
お
披
露
目
さ
れ
、小
田
原
城
下

の
市
街
地
を
優
雅
に
巡
行
し
ま
し
た
。

中
飯
田
の
旧
屋
台
が
小
田
原
城
下
町
で
大
活
躍

小
田
原
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

         

新
し
い
町
の
シ
ン
ボ
ル
に

小田原流に架装されて、大切に受け継がれています

小田原市・第２８区の皆さん（小田原外郎家前で）

小田原城下を巡行する第２８区山車（旧本城舘）

う
い
ろ
う

広
報
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ま
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